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イッツ・コミュニケーションズ株式会社(本社：東京都世田谷区 代表取締役社長：金井 美惠 以下、イッ

ツコム)は、地域の社会インフラを担う企業として豊かな地域社会の実現を目指し、子育て世帯が生き生

きと暮らし働ける社会の実現に向けた取り組みを行っていきます。 

その第一弾として 2023年 12月より、見守りＩｏＴデバイスを用いたこどもの見守り実証実験を行

います。 

 

実証実験利用イメージ 

 

本実証実験は、玄関ドアの開閉が確認できる[ドア・窓センサー]、センサーの反応をきっかけに玄関や

室内の様子を撮影し、通知する[IPカメラ]、マイクとスピーカーを内蔵した双方向通話対応の[コミュニ

ケーションカメラ]、お子さまの移動経路を保護者のアプリで確認したり、お子さまがよく行く場所を設

定し、到着／出発を保護者のスマホに通知する[GPSタグ]などの IoTデバイスを用い、こどもの見守

り課題に対する利用価値と商品開発課題を確認するものです。 

イッツコムは子育て世帯が生き生きと暮らし働ける社会の実現を目指し、 

こどもの留守番や外出の見守り実証実験を開始 

報道関係各位 



 

■実施概要 

実施内容： 見守り IoTデバイスおよび IoTプラットフォームのご利用とＷＥＢアンケート等の実施 

実施期間： ２０２３年１２月 ～ ２０２４年５月末(予定) 

対   象： 見守り対象となる幼児～中学３年生のお子さまがいる当社インターネットサービスご利

用者様 

募集人数： 30名 

検証機器： ドア・窓センサー １台、ＩＰカメラ １台、コミュニケーションカメラ １台、GPSタグ １台、

ゲートウェイ １台 

応募方法： https://www.itscom.co.jp/lp/mimamori.html 

  

 

共働き世帯が増加するとともに、アフターコロナでのオフィ

ス回帰が進み、特に家事や仕事に追われる子育て世代は、家族

とゆっくり過ごす時間や自分時間の確保が困難な状況です。   

本実証実験を通じて、安心してこどもだけでの留守番や外出

ができる暮らしの提供により、心と時間のゆとりを生み、生き

生きと暮らし働ける社会実現に向けた価値提供につなげます。 

 

イッツコムでは、今後、こどもの留守番や外出見守りに加え

て、習い事などの送迎時のMaaS＊1の連携や、室内環境（湿

度・温度・CO2濃度など）のセンシング＊2による家の見守りや

家族の見守りなど、地域のインフラを担う企業として先進的で

温かみのある取り組みを進めてまいります。 

 

 

 

＊1  Mobility as a Serviceの略。複数の交通手段を最適に組み合わせて、検索・予約・決済などを一括して行うことができ

るようにするサービスの総称 

＊２  センサーを使用して、物理的、化学的、生物学的特性の量を検出して情報を取得し、付加価値の高い情報に変換する技術 

 

 

◆イッツ・コミュニケーションズ株式会社について 

代表者： 代表取締役社長 金井美惠 

所在地： 東京都世田谷区用賀 4-10-1 世田谷ビジネススクエアタワー22F 

株  主： 東急株式会社 

会社設立： １９８３年３月２日  /  開局： １９８７年１０月２日 

資本金： ５２億９千４百万円 

接続世帯数： 約９９万世帯（２０２３年１０月末現在） 

事業内容： 放送法による一般放送事業（有線テレビジョン放送事業）  

電気通信事業法による電気通信事業 ほか 

サービスサイト ： https://www.itscom.co.jp 

コーポレートサイト ： https://www.itscom.co.jp/corporate/ 

 

 本件に関する報道機関からのお問合せ 

イッツ・コミュニケーションズ株式会社 広報 上岡  

TEL: 044-577-7501 携帯：070-6948-8389 koho@itscom.jp 

【玄関出入り見守りイメージ】 

https://www.itscom.co.jp/lp/mimamori.html
https://www.itscom.co.jp/

